
 

  

祝！5周年 50回 
ぬぬぎ子どもふれあい食堂が５周年を迎えられました！また、３月２３日は、記念すべき５０回目の開

催となり、こども食堂に食材やお菓子の提供をされている企業の方々を招待し、 

感謝状を渡されました  

この日は、沼貫地区の高校生２人もボランティアで参加。 

食事の前に、参加者のみなさんに挨拶をしたり食事の準備を手伝ったり 

大活躍でした！ 

 ぬぬぎ子どもふれあい食堂ではたくさんの方の関わりが生まれています。 

これからも多くの笑顔があふれる場所として続いていくと良いですね！ 

支所の名前と体制が変わりました 

丹波市社協では職員の業務効率化を図り、より効果的に地域の支援に関われるよう、この４月より組

織編成を行い、支所を西部・東部・南部とし、氷上・青垣が丹波市社協西部支所となりました。 

これまで通り各町に窓口はありますのでお気軽にお立ち寄りください♪ 

 

☆新年度のご挨拶☆ 

社協西部支所ぷちホッと通信

令和６年度も昨年度と変わらぬメンバーで氷上地域の皆さん一緒にと地域ふくしの向上を目指して活動します！ 

足立
あ だ ち

 由
ゆ

夏
か

です。 

楽しく和気あいあいをモッ

トーに、お互いに支いあえ

る地域づくりをめざして進

みます。 

永井
な が い

 貴
き

恵
え

です。 

沢山のサロンやいき百へ

お邪魔し皆さんに名前と

顔を憶えて頂けるように

頑張ります！ 

奥田
お く だ

 祐
ゆう

希
き

です。 

地域にどんどん出て、 

たくさんの方とお話しした

いと思います。 

よろしくお願いします！ 

「丹波市社協西部支所」です。 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

子どもたちの健康を願って 
地域の方から立派な兜を頂きました！ 

みなさんは子どもの日に兜を飾る理由をご存知ですか？ 

端午の節句自体は奈良時代ごろに中国から伝えられまし

た。鎌倉時代に日本は、武家社会となり、武家屋敷では５

月頃になると梅雨対策のために兜や鎧を出し、風通しをし

ていたそうです。やがてその習慣と端午の節句が結びつ

き、兜や鎧は身を守るための武具である事から「男の子の

厄払いと成長祈願」になるという文化が現代まで続いてい

ます。 

 この兜は社協西部支所の玄関に飾ってありますの 

で、是非見に来てください♪ 

みんなのチカラで 
丹波市社協では、令和６年度社協会費を自治会長様を通じて地域のみな

さまにご依頼させて頂いております。 

企業様、団体様などへは法人会費として、自治会入りされていない方には 

ポスティングにて会費ご協力のお願いをしています。 

 ご協力いただいた会費は、地域の子どもたちへ「ふくし」を知ってもらうた

めの『福祉学習』や、地域の方々の集いの場である『ふれあい・いきいきサロ

ン』の活動助成、ボランティア活動などの取り組みをされているボランティア

グループへの助成など様々な地域ふくしの取り組みの支援に活用させてい

ただきます。ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

つどいの場をつくりませんか？ 

 丹波市内ではたくさんの自治会でふれあい・

いきいきサロンや、いきいき百歳体操を実施さ

れています。 

 ふれあい・いきいきサロンもいきいき百歳体

操も近所の方々が集まるつどいの場です。つ

どいの場へ行くことで、お互いの見守りあいが

でき、人と会うことで心身の健康を保つことが

できます。また、地域の方々が元気につどいの

場へ行くなど、外へ出ることは、地域の防犯に

もつながります！ 

 つどいの場は自身の健康についてはもちろ

ん地域にもとても良い効果があります☆ 

 興味のある方はお気軽に社協へお問い合わ

せください♪ 

 

ふれあいサロン、いきいき百歳体操に社協職員が伺います♪ 

連絡なくお伺いする場合があります。ご了承ください。 

お問い合わせ 丹波市社会福祉協議会西部支所 Tel 82-4613 Fax 82-4755 

（サロンチラシ） （いき百チラシ） 


